
令和4年度 環境経営レポート

対象期間：令和4年4月～令和5年3月
適用ガイドライン：食品関連事業者向けガイドライン2017年版

令和5年 7月 31日 大口酒造株式会社

ea21認証・登録番号0001203

リサイクルできる
Rマーク

 

 

持続可能な開発目標
（SDGs：Sustainable 
Development Goals）
の17の目標に関係性
が高い項目には各目
標のアイコンを表示し
ています。
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1. 会社概要・対象範囲

• 会社名 大口酒造株式会社

• 代表取締役社長 向原 英作（令和4年7月～）

事業所名 所在地 延べ床面積 従業員数

本社工場 鹿児島県伊佐市大口原田643番地 3,866㎡ 25名

本社事務所

鹿児島県伊佐市大口原田707番地 
TEL．0995-22-1213 FAX．0995-22-9381
URL．http://www.isanishiki.com/
E-mail．okuchi@isanishiki.com

757㎡ 27名

第二蒸溜所
鹿児島県伊佐市菱刈田中1660番地
TEL．0995-26-5500  FAX．0995-26-5300

5,500㎡ 50名

配送センター 鹿児島県伊佐市菱刈花北848番地18号 12,128㎡ 8名

• 資本金  6,000万円（令和4年3月末現在）

• 年商  39億円（令和4年度）

• 従業員数 110名（令和5年3月末現在）

• 事業内容 単式蒸留焼酎製造業

• 販売商品

   「白麹仕込 伊佐錦」・「黒伊佐錦」・「伊佐舞」・「甕伊佐錦」・「伊佐小町」他

• 環境管理責任者 業務部 部長 寺原 章
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所在地（認証・登録範囲）

http://www.isanishiki.com/


大口酒造トピックス①

令和5年2月10日、城山ホテル鹿児島において鹿児島県本格焼酎鑑評会 表彰式が開催され、大
口酒造株式会社は総裁賞代表を受賞いたしました。表彰式にて塩田鹿児島県知事より、総裁賞
代表を授与された弊社代表取締役 向原英作が、県内のべ128場を代表して謝辞を述べました。

なお、熊本国税局『令和4年酒類鑑評会』において、弊社は鹿児島県の製造場代表を受賞してお
り、熊本国税局ならび鹿児島県 両鑑評会連続の代表受賞となりました。
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※熊本国税局『令和4年酒類鑑評会』は、本格焼酎の主産地である鹿児島県、宮崎県、大分県、熊本県の4県を管轄する
熊本国税局が主催するものです。令和4年酒類鑑評会には管内のべ215の蔵から461点が出品されました。優等賞のな
かで、特に成績優秀場が各県の製造場代表に認定されます。

※『令和4酒造年度 鹿児島県本格焼酎鑑評会』には鹿児島県内のべ128場より215点の出品があり優等賞が選定されま
した。特に成績優秀場が総裁賞代表となります。なお鹿児島県知事を名誉総裁として表彰式が開催されます。

また、受賞を記念し、総計200名様に受賞酒を
瓶詰めした「受賞記念特別ラベル黒伊佐錦一
升瓶×2本」が抽選で当たるキャンペーンを実
施し、応募数は26,000件以上にもなり、盛況裏
に終了しました。

キャンペーン終了後は、ラベルのカラーリング
を変更した「黒伊佐錦特別ラベル≪総裁賞代
表受賞記念≫1,800ml」を商品化・発売し多くの
みなさまに受賞酒を味わっていただいています。
今後も、おいしい焼酎をみなさまにお届けでき
るよう尽力してまいります。



大口酒造トピックス②

鹿児島県SDGｓ登録

鹿児島県では、SDGｓに積極的に取り組む企業等を登録し、該当企業等の取り組み
の「見える化」を行い、広く情報発信をすることで、当該企業等のさらなる取り組
み促進するとともに、自発的な取り組みを県内に広げていくことを目的とし、登録
制度を創設。令和4年12月～令和5年1月まで第1回目の募集が行われ、大口酒造も
登録申請を行い、「第一回登録事業者」として、鹿児島県のHPに掲載されています。
引き続き、エコ活動とともに、SDGｓにも注力してまいります。

≪鹿児島県SDGｓ登録≫https://www.pref.kagoshima.jp/ac11/sdgs/1.html
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大口酒造トピックス③

広告でエコ活動の紹介

大口酒造では、新聞広告や大会協賛広告など様々な媒体で企業・商品PRを行ってい
ます。令和4年度より、広告の一部にエコ活動の紹介を掲載しています。

三側面 SDGsに関する重点的な取組み
指標

（更新時に向けた数値目標）

環境

社会

経済

安心・安全・環境に配慮
した本格焼酎づくり

・HACCP・エコアクション21に

基づいた品質管理・環境活動

への維持・発展。

☐環境

社会

経済

和を大切にし、人材育成
に注力する

・職種・役職に合わせた研修

の実施。

・部署間内での連携の強化。

環境

社会

経済

地域に貢献し、地域とと
もに育つ

・地元地域のイベントなどへ

積極的な参加。

・自社HPにおける飲食店のPR

活動支援の実施。

＜大口酒造 SDGs達成に向けての重点的な取組み及び指標＞

A4サイズやA5サイズの大きいサイズの広告には
≪リユース瓶の使用≫(p7参照)や、≪焼酎粕の畜
産リサイクル≫(ｐ8参照)についてご紹介！

より多くの方に大口酒造のエコ活動について知ってい
ただくことを目的に展開し、広告枠の大きさによって、
掲載内容も変更しながら実施しています。

新聞の突き出し広告や、ス
ペースの小さい協賛広告に
は内容をコンパクトにまとめ
て掲載しているよ！



2. 環境経営方針
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3. 環境マネジメント組織図

〇 エコ委員会

• 3ヶ月に1回会議を開く。

• 出席者：エコ委員（各部署から16名）

• 議題：ea21活動の進捗状況の確認，エコ関係の情報交換，目標
設定など
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4. 環境への取り組み

  ① R900ビンの導入

当社では平成13年までワンウェイビンを再利用していましたが、PL法
等市場の流れから再利用を断念しました。そのような中、環境省が進め
る循環型社会形成実証事業に「南九州における900ml茶瓶統一リユース
モデル事業」が採択され、リユースできる「R900ビン」が誕生しまし
た。

写真で示したRマークがリターナルビンの証です。
当社では、平成16年より全ての製品にR900ビン
を導入しました。導入当時は当社だけの活動で
したが、現在は鹿児島県で3社がR900ビンを使
用しています。

R900ビン製造時のCO2排出量は512 g/本です。

R900ビンの再利用により、19年間でCO2排出量を2,764トン抑制しま
した。これは当社の10ヶ月分のCO2排出量に相当します（R4年度CO2
排出量：3,130トン）。
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② 焼酎粕の畜産リサイクル

（食品廃棄物の再生利用）

「焼酎粕」は焼酎を製造する過程で発生する食品廃棄物で、当社では
１日に最大で80トンを排出します。

平成16年から地元の畜産業者と協力し、焼酎粕を飼料として提供して
います。(平成15年以前は海洋投棄)

豚は乾燥した食べ物よりも液体に近い湿った食べ物を好みます。その
ため、【粉末飼料＋液体の焼酎粕＋水】を給餌すると豚も餌を食べや
すくなり、ストレスが軽減されるようです。焼酎粕を餌とした豚には、
肉質向上・生育促進という素晴らしい効果が認められています。さら
に、養豚から出た糞で堆肥を作り、焼酎の原料である米やサツマイモ
の生産に使用する地域食品循環システムを目指しています。

 

焼酎粕 

によって実現した 

地域リサイクル 

システム 

芋焼酎 

農産物 

 

焼酎粕 

米・芋 
養豚 

糞尿 

食肉 

2020年12月に弊社 本社事務所 敷
地内に畜産業者の直売店がオープ
ン。食品循環システムで生まれた
焼酎粕豚の購入もこちらで可能。
また、大口酒造 本社事務所や第
二蒸溜所 伊佐伝承館 永禄でも購
入可能です。
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平成28年度から焼酎粕の変質を抑えるた
めに焼酎粕の乳酸発酵に取り組み、焼酎
粕安定発酵装置を設置しました。焼酎粕
にサイレージ用の乳酸菌を加えて乳酸発
酵させると、焼酎粕中に乳酸が生じます。
焼酎粕中の乳酸濃度が高くなると焼酎粕
のpHが下がり酸性になります。すると焼
酎粕の変質を起こす菌の増加を防ぐこと
になり、焼酎粕を安定的に保管できます。

冷却発酵タンク(100t×2基)

当社の食品廃棄物は「焼酎粕」と「芋の切れ端」です。令和4年度の
食品廃棄物の再生利用率目標を95％の維持とし、焼酎粕においては一
部廃棄処分となりました。再生利用率は焼酎粕：96％、芋の切れ端：
100％といずれも高い再生利用率を維持しています。なお、焼酎粕の
68%が家畜の飼料、28%は肥料として再生利用されています。また、芋
の切端は全て家畜の飼料として提供しています。

焼酎粕の処理状況 芋の切れ端の処理状況

肥料

（再生利用）

飼料

（再生利用）

飼料

（再生利用）

R4年度発生量：15,332トン

飼料：肥料：廃棄=68：28：4

R4年度発生量：222トン
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廃棄

（令和元年農林水産省が掲げた目標値は再生利用等実施率95%）

68%

28%

4%

100%

（10,496ｔ）

（4,262ｔ）

（573ｔ）



③エコ通勤

平成20年から、自動車に代えて徒歩や自転車で通勤す
る社員に対し１km当たり20円を賞与で支給する「エコ
通勤手当」制度を導入しました。

この制度は社員の提案から始まり、「地球にも家計に
も優しく、メタボもさよなら」というキャッチフレー
ズのもと環境負荷の軽減と社員の健康増進の両立を目
指しています。

肥料

（再生利用）

飼料

（再生利用）

飼料

（再生利用）

R4年度のエコ通勤距離の合計：3,753km

R4年度のエコ通勤によるCO2排出削減量：

3,753 km÷9.7 km/L（燃費）×2.3 kg/L（ガソリンのCO2排出原単位）

＝889 kg-CO2 ＝杉（80年生）62本が1年に吸収するCO2量

CO2排出削減量の計算式，燃費等：国土交通省の「エコ通勤の手引き」

杉のCO2吸収量：林野庁データ(80年生160本は1年に2,300kg-CO2を吸収)

杉
62本分

④ 水汲み場の開放

本社工場と第二蒸溜所では地下100mから汲
み上げた水を使って芋焼酎を造っています。
この美味しい水を皆様にも味わってもらい
たい、との気持ちから本社工場では約25年
前から、第二蒸溜所では約15年前から水汲
み場を開放しております。もちろん無料で
す。

美味しい水の噂を聞きつけて、伊佐市だけ
でなく遠方からも水汲みにいらっしゃるそ
うです。

自然の恵みがつまった
美味しい地下水を
汲み上げています。

令和4年度に提供した水は、2Lペットボトルに換算すると約113万本に達しました。

R4年度 R3年度 R2年度 R1年度

本社工場・第二蒸留所の
水汲み場にて提供した水

2,266 kL 1,085 kL 2,140 kL 1,835 kL

2Lのペットボトル換算 113万本 約54万本 約107万本 約92万本

※令和3年度は新型コロナウィルス感染対策のため、8/18～9/30、1/27～3/7まで水汲み場を閉鎖
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※



⑤ 伊佐地区の焼酎紙パックとビンのリユース・リサイクル

伊佐市内の酒屋さんから焼酎紙パックやビンを

回収しリサイクルする活動を、H24（2012）年

度から継続しています（下図）。

肥料

（再生利用）

飼料

（再生利用）

飼料

（再生利用）

11



5. 令和4年度 環境経営目標・計画 

肥料

（再生利用）

飼料

（再生利用）

飼料

（再生利用）

取り組み項目
短期目標
R4年度

中期目標
R4年～
R6年度

具体的な取り組み内容

CO2発生量の削減
（電気1,656 MWh、重油934 kL、
灯油4,319 L、液化石油ガス

523 kg、ガソリン8,967 L、軽
油使用量13,622 L）

※各項目の具体的な数字を記
載

R3年度水準の維持

R3実績：3,214 t
左に同じ

1.不必要な電灯の消灯

2.エアコンの温度・運
転の適正管理

3.アイドリングストッ
プ

廃
棄
物
発
生
量

の
削
減

産業廃棄物

排水汚泥の再生利
用率100%の維持

R3実績：72 t

左に同じ
1.マニフェストからの
容量抜き取り

食
品
廃
棄
物
の

再
生
利
用

焼酎粕の
再生利用率

95％の維持 95％の維持
1.再生利用率を算出す
る

芋の切端の
再生利用率

100％の維持 100％の維持
1.再生利用率を算出す
る

総排水量の削減
R3年度水準の維持

R3実績：253,916t
左に同じ

1.水量計の測定記録

2.割水に用いた水の記
録

3.仕込み水の記録

化学物質の適正管理
（本社工場のみ）

月に1度の適正管
理チェックの6項
目全てが適正。

100％の維持

1.在庫表にチェック表
を追加

2. チェックを行う

生産・販売する製品の環境性
能の向上及びサービスの改善

原料サツマイモの
鹿 児 島 県 産 率
100％

左に同じ

啓発活動
会社周辺の環境活
動や環境教育を年
4回以上

左に同じ
1.工場周辺の環境活動

2.環境教育
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6. 環境経営目標の実績

肥料

（再生利用）

飼料

（再生利用）

飼料

（再生利用）

① CO2排出量

R4年度の全事業所CO2排出量は約3,130トンであり、前年比97％（R3年度3,214トン）
となりました。また、R4年度のエネルギー使用量は原油換算で1,364 kLでした（改
正省エネ法の第2種特定事業者に該当せず）。

H20年度から多少の増減はあるものの、なだらかにCO2排出量が減少しています。ま
た、H21～R4の14年間で削減したCO2量の積算値は14,298トンとなり、H20年度の排出
量（4,957トン）の2.8倍以上の量となりました。

購入電力のCO2換算係数は下の表に示しました。

購入電力の
CO2換算係数

係数の由来

R4年度 0.37 九州電力発表データ2019年度実績CO2調整後排出係数
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② 産業廃棄物排出量

産業廃棄物は45トン、前年比 
62%（R3年度72トン）と減少
しました。産廃には排水処理
汚泥のみが該当し、その再生
利用率は100%です。R4年度目
標は排水処理汚泥の再生利用
率100%であり、目標を達成し
ました。

毎月6項目（量・積み方・漏れ・SDSの有無・保護具の適正使用・緊急時の土のう）
をチェックしたところ、すべて適正であり目標達成率100％でした。

③ 食品廃棄物の再生利用率・・・P.9参照

④総排水量の削減

⑤ 化学物質の適正管理

原料サツマイモの鹿児島県産率100％を目標とし、R4年度の鹿児島県産率は100%で
した。R4年度実績は5,704 tでした。

⑥ 製品の環境性能の向上 及び サービスの改善

全事業所で4回以上を目標に行っています。一部未達の事業所もありましたが、
全体での目標達成率は110%です。

⑦啓発活動
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総排水量は前年比107％（ R4年度270,768m3 、R3年度 253,916m3）。H20年度と比べて
70％に減少。（水汲み場にて皆様に提供した分は、総排水量から差し引いています）
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7.環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

① CO2排出量削減

取組評価 ☺：よく取り組めた ：あまり取り組めなかった

② 産業廃棄物排出量削減

〇夏は配送センターと本社工場の紙パック充填ラインの屋上に散水。屋根に水をかけることで、
本社工場ではタンク上部作業場の平均 気温が49℃から30℃へ低下。

〇本社工場：パックライン以外の照明をLEDに切り替え。(令和4年3月)

〇第二蒸溜所：照明をLEDに切り替え。(令和3年5月)

〇第二蒸溜所内見学施設『伊佐伝承館 永禄』の太陽光パネルで発電。

  発電した電気は第二蒸溜所内で使用しています。

〇照明やエアコンは必要な場合のみに使うよう徹底。

〇消費電力の少ない扇風機なども活用。

〇緑のカーテンやすだれ、よしずの活用。

〇照明スイッチの近くに節電標語を掲示(写真①)。

〇本社事務所内、段ボールパネルによる空調の効率化を実施(写真②) 。

○本社事務所ならびに第二蒸溜所に設置しているインクカードリッジ回収箱を設置し、リサイク
ルへ(焼却処分するとCO2が発生します) (写真③) 。

今後も不必要な電灯を消す、アイドリングストップなど地道な活動を継続します。

実績評価 ☺：目標達成 ：目標未達

☺
取
組 ☺

実
績☺

取
組 ☺

実
績

☺
取
組 ☺

実
績☺

取
組 ☺

実
績

〇排水処理汚泥のみが該当します。適正に処理しました。

〇次年度も適切に処理します。

写真① 写真②
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（p.13～14）

以前は事務所フロア上部に壁や仕切りが無く、
空調の効きが悪かったが、段ボールパネルで
空間を塞ぎ、空調の効率化を図った

写真③



③食品廃棄物の再生利用率

☺
取
組 ☺

実
績☺

取
組 ☺

実
績

〇取組結果はp.9参照。

〇次年度も飼料として安定的に供給します。

④総排水量の削減

☺
取
組 ☺

実
績☺

取
組 ☺

実
績

〇配送センターでは気温上昇を抑えるため屋根へ散水しま
すが、室温が基準を超えてから散水するなどルールを作り
効率的に行っています。

〇次年度も地道な節水活動に励みます。

⑤化学物質の適正管理(本社工場のみ)

☺
取
組 ☺

実
績☺

取
組 ☺

実
績

〇管理状況を毎月チェックした。

〇次年度も継続します。

⑥製品の環境性能の向上 及び サービスの改善

☺
取
組 ☺

実
績☺

取
組 ☺

実
績

〇鹿児島県産サツマイモの購入をテーマとした。次年度も
継続します。

⑦啓発活動

☺
取
組 ☺

実
績☺

取
組 ☺

実
績

〇会社周辺の美化作業。社外に出かけ、公園等の清掃を
行っています。

〇他社のエコ活動の内容を掲示（エコサポートTGALのHP
より）。

〇【第13回ニチバン巻芯ECOプロジェクト】に参加。当社が2022年末送った巻芯12.5kgはダ
ンボールに再生され、その利益で植樹が行われています。H24（2012）年度から継続中。

〇次年度も美化作業やニチバン巻芯ECOプロジェクトへの参加を継続します。
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8.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

環境関連法規等は適正に遵守されており、関係機関からの指摘及び訴訟はありません
でした。食品リサイクル法の遵守状況を示す実績は、p.9に記載しています。

事業所 A：本社工場 B：本社事務所 C：第二蒸溜所 D：配送センター

項目 法律等名称 適用を受ける施設・物質等 適用を受ける事業所

大気 大気汚染防止法 ボイラー A,C

水質

水質汚濁防止法

排水処理設備 A,C

ボイラー貯油槽 A,C

県公害防止条例 排水処理設備 A,C

消防法 ボイラー貯油槽 A,C

浄化槽法 浄化槽 A,B,C,D

騒音
騒音規制法
県公害防止条例

コンプレッサー・送風機 A,C

振動
振動規制法
県公害防止条例

コンプレッサー A

廃棄物

食品リサイクル法 焼酎粕・芋の切端 A,C

リサイクル法 パソコン・自動車等 A,B,C,D

廃棄物処理法 産業廃棄物 A,C

容器包装リサイクル法 商品に付された容器包装 A

家電リサイクル法 テレビ・冷蔵庫等 A,B,C,D

化学物質

毒物及び劇物取締法
希硫酸、水酸化ナトリウム
研究室保有薬品

A

フロン排出抑制法 業務用エアコン、冷却機 A,B,C,D

改正労働安全衛生法 希硫酸、水酸化ナトリウム A

緑地帯 工場立地法 工場の敷地面積 A,C

指定
可燃物

消防法 紙くず1,000kg以上保管 D

エネルギー
改正省エネ法
温対法

全事業所 A,B,C,D
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9.代表者による全体評価と見直しの結果

○4事業所のCO2発生量総計3,129,703㎏（昨年比2.6％減/3事業所で減少、事務所で
3.2％増）。対面営業活動再開による車両ガソリン使用増加。また燃料費の価格高騰も影
響。製成数量は前年度比256,605L減（4.0％減）。課税移出数量は前年度比401,185L減
（6.9％減）今年度のCO₂発生量減少の要因は製成と課税移出の双方減による自然減と
思われる。

○コロナ禍3年経過し、その間健康志向の高まりも相まってあえて酒を飲まない「ソバー
キュリアス」という新しいライフスタイルの概念が若者を中心に広まりつつある。料飲店
動向もコロナ前に戻るにはまだ時間がかかると思われ、需要もRTD、小容量市場にシフ
ト化加速の様相。

○H16年度から焼酎粕を家畜の飼料として提供。H28年度から焼酎粕を乳酸発酵させる
ことで飼料としての品質向上が順調に推移。日本耐酸壜工業とのRビン取引継続中。卸、
酒販店からの回収も積極的に呼びかけている。

○エコ委員による四半期ごとの取組状況の確認を実施(進捗表)。C評価の項目は各事業
所のエコ委員より是正報告書を提出してもらい改善を促す。SDGsに関する情報も同時
に社内向けに発信。社員の関心を促す。内部監査員資格取得準備中。

○R3年度にHACCPを取得。カーボンニュートラル、プラごみ問題（従来利用していた販
売用ビニール袋を廃止し、紙袋(有償)を導入）、酒類RTD製品や小容量製品の急速な市
場展開情勢の中、SDGsへのリンク、相関性などを情報収集し、業界の先陣を切ってアッ
プデートな取り組みを行う。鹿児島SDGs登録事業者取得。本業と合わせての人材育成
も図る。

18

給与封筒を繰り返し使っています

大口酒造ではR3年度末より、毎月社員に配布
していた給与明細用の封筒を回収し、繰り返
し使用するようにしています。

これにより、1年間に約1,200枚(従業員数約
100名×12ヶ月分)消費していた給与封筒が年
間約100枚のみの使用に！

封筒1,100枚の削減に繋がり、1枚当たり14円
の単価なので、15,400円ほどの経費削減にも
繋がっています＾＾
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